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校
生
や
大
学
生
、
会
員
企
業
・
団
体
向
け
の
「
放
射

線
基
礎
講
座
」
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
開
催
回
数
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
と
放
射
線
教
育
を
合
わ
せ
る
と

毎
年
２
０
０
回
程
度
で
、
約
１
０
０
０
０
人
の
皆
さ

ま
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
本
日
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え

る
」
と
題
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
国
内
外

の
情
勢
を
中
心
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆ 

不
安
定
な
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の

生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所
は
長
期
停
止
を
余
儀

◆ 

は
じ
め
に

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
の
庄
司
で
す
。
本
題

に
入
る
前
に
、
当
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
日
本
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
と
し
た
、
放

射
線
に
対
す
る
地
域
社
会
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
会
で
は
、原
子
力
の
平
和
利
用
の
み
な
ら
ず
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
や
放
射
線
に
関
す
る
正
確

で
客
観
的
な
情
報
を
発
信
し
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
東
北
６
県
と
新
潟
県

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
会
員
企
業
・
団
体
や
地
区
組
織
で
開
催
す
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
の

支
援
・
協
力
や
、
東
北
放
射
線
科
学
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
、
放
射
線
に
関

す
る
知
識
の
普
及
啓
発
に
向
け
た
小
・
中
学
生
向
け
の
「
理
科
教
室
」、
高

特  集「エネルギー問題を考える」
講　師
●庄司　雄一
　（東北エネルギー懇談会　専務理事）
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な
く
さ
れ
、
代
替
電
源
で
あ
る
火
力
発
電
へ
の
過
度
な
依
存
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
に
つ
い
て
、
資
料
①
（
４
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
１
９
７
３
年
の
第
一
次
石
油
危
機
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
・
６
ペ
ー
ジ
）
以
降
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
実
質
国

内
総
生
産
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
推
移
を
部
門
別
に
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
９
７
３
年

か
ら
２
０
１
５
年
で
２
・
６
倍
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
相
関

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
場
合
こ
の
期
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
の
伸
び
は
１
・

２
倍
と
低
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
門
別
で
見
て
い
き
ま
す
と
、
国
際
的
に
価
格
競
争
が
厳
し
い
産

業
部
門
（
製
造
業
な
ど
）
を
見
る
と
、
１
９
７
３
年
と
１
９
７
９
年
の
二
度
の
石
油
危
機
を
契
機
に
、
設

備
投
資
に
よ
る
工
場
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
機
器
の
開
発
・
導
入
、
海
外
へ
の
工

場
移
転
な
ど
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
伸
び
は
０
・
８
倍
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
制
し

な
が
ら
経
済
成
長
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
業
務
部
門
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
小
売
店
、
レ
ジ
ャ
ー

施
設
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
伸
長
し
た
こ
と
か
ら
２
・
４
倍
と
伸
び
て
い
ま
す
。
家
庭
部
門
や
運
輸
部

門
で
も
、
経
済
成
長
と
と
も
に
家
電
製
品
や
自
動
車
な
ど
の
普
及
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
き
く

資
料
①
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移

出
典
：
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
平
成
28
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
年
次
報
告
」

 

部
門

別
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
使

わ
れ

方

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

19
73
-2
01
5年
度

（
10

18
J）

（
兆
円
、2
01
1年
価
格
）
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増
加
し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
進

展
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
な
ど
低
燃
費
車
の
普
及
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
動
向
に
つ
い
て
で
す
。
第
一
次
石
油
危
機
が
起
こ
っ
た
１
９
７
３

年
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
７
５
・
５
％
を
石
油
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
７
９
年
に
は
二
度
目
の
石

油
危
機
が
起
こ
り
、
こ
の
経
験
か
ら
、
石
油
依
存
の
低
減
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
化
を
目
指
し
、
石

油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
原
子
力
、
天
然
ガ
ス
、
石
炭
な
ど
の
導
入
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
・
普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
０
年
の
石
油
へ
の
依
存
は
３
９
・
８
％

と
大
き
く
減
少
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
多
様
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
、
国
内

の
原
子
力
発
電
所
の
ほ
と
ん
ど
が
停
止
し
、
代
替
電
源
で
あ
る
火
力
発
電
へ
の
依
存
に
よ
り
、
化
石
燃
料

（
石
炭
・
石
油
・
天
然
ガ
ス
）
の
占
め
る
割
合
は
２
０
１
５
年
で
９
１
・
２
％
と
な
り
、
震
災
前
の
２
０

１
０
年
と
の
比
較
で
約
10
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
化
石
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
買
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
大
幅
な
貿
易
赤
字
を
も
た
ら
し
て
い
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
】　
石
油
危
機（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

 

◆
19
73
年
の
第
４
次
中
東
戦
争
を
き
っ
か
け
に
、
石
油
輸
出
国
機
構
が
原
油
供
給
を
抑
え
、
価
格
が
急
激
に
高
騰
。

　
こ
の
た
め
中
近
東
へ
の
石
油
依
存
度
の
高
か
っ
た
日
本
で
は
、
物
価
の
高
騰
、
一
部
物
資
の
品
薄
、
買
占
め
な
ど
が
起
こ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
第
1次
石
油
危
機
と
い
う
。

◆
19
79
年
に
は
、
イ
ラ
ン
の
政
変
を
き
っ
か
け
に
石
油
需
給
が
逼
迫
し
、
第
2次
石
油
危
機
が
起
き
た
。

◆
1バ
レ
ル
（
約
16
0リ
ッ
ト
ル
弱
）
あ
た
り
の
原
油
価
格
は
、
第
1次
石
油
危
機
時
に
は
3ド
ル
か
ら
12
ド
ル
へ
と
急
騰
。

　
第
2次
石
油
危
機
時
も
ピ
ー
ク
で
同
43
ド
ル
ま
で
跳
ね
上
が
り
、
原
油
輸
入
国
の
経
済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
出
来
事

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
砂
糖
、
塩
、
洗
剤
、
灯
油
な
ど

生
活
物
資
の
供
給
不
足
と
価
格
の
高
騰

・
政
府
と
電
力
会
社
は
国
民
に
節
電
を
呼
び
か
け
た

・
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
は
開
店
時
刻
を
遅
ら
せ
、
官
公
庁

で
は
点
灯
数
を
減
ら
し
、
不
要
時
は
消
灯
し
た

・
繁
華
街
の
ネ
オ
ン
も
消
え
、
ク
ー
ラ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
運
転
も
制
限
さ
れ
た

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
間
放
送
は
、
放
映
時
間
を
短
縮
、
深
夜
の
放

送
を
取
り
や
め
た

・
運
送
業
者
は
ガ
ソ
リ
ン
・
重
油
の
確
保
に
不
安
が
あ
り
、

遠
洋
漁
業
も
燃
料
不
足
で
出
漁
を
制
限
し
た

第
１
次
石
油
危
機
　
ー
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
買
い
あ
さ
り
パ
ニ
ッ
ク

安
売
り
ス
ー
パ
ー
に
殺
到
す
る
主
婦
た
ち
・
北
区
ー

19
73
年
11
月
19
日
撮
影
（
毎
日
新
聞
社
提
供
）
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◆ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
か
ら
各
国
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
が
見
え
る

資
料
②
（
８
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
先
進
国
な
ど
35
か
国
が
加
盟
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
開
発
協
力
機
構
）
に
お
け
る
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
」
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１

６
年
で
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
８
・
４
％
で
下
か
ら
２
番
目
の
34
位
で
す
。
震
災
前
の
２
０

１
０
年
は
１
９
・
６
％
、
そ
の
う
ち
原
子
力
が
１
４
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
原
子

力
発
電
の
停
止
の
影
響
か
ら
、
２
０
１
１
年
以
降
の
自
給
率
は
６
％
台
と
大
幅
に
低
下
し
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
最
下
位
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
す
が
、
人
口
が
約
50
万
人
、
神
奈
川
県
と
同
じ
く
ら
い
の
面
積
で
、

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
域
内
全
体
で
送
電
線
や
天
然
ガ

ス
な
ど
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
低
く
て
も
あ
ま
り
心
配

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本
は
、
先
に
お
話
し
ま
し
た
が
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源

に
乏
し
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
資
源
小
国
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
資

源
を
他
国
に
依
存
し
て
い
ま
す
の
で
、
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
、
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
に
懸
念
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
主
要
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
推
移
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
見
て
い
き
た
い
と
思

資
料
②
　
日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

出
典

：
総

合
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

調
査

会
 電

力
・

ガ
ス

事
業

分
科

会
 原

子
力

小
委

員
会

 第
13

回
会

合
 平

成
30

年
1月

16
日

 

1位 2位 3位 7位 13
位

15
位

22
位

27
位

32
位

34
位

35
位

… … … … … …ノ
ル
ウ
ェ
ー

オー
スト
ラリ
ア

カ
ナ
ダ

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

ス
ペ
イ
ン

韓
国

日
本

ルク
セン
ブル
ク

原
油

原
子
力

天
然
ガ
ス

水
力

70
2.6
％

29
8.1
％

92
.2％

17
1.2
％

66
.9％

53
.8％

37
.1％

28
.5％

18
.1％

8.4
％

4.1
％

再
生
エ
ネ
等

（
地
熱
、太
陽
光
な
ど
）

石
炭

【
出

典
】 

IE
A 

[W
or

ld
 E

ne
rg

y 
Ba

la
nc

es
 2

01
7]

を
基

に
作

成

●
震
災
前
（
20
10
年
：
19
.6
％
）
に
比
べ
て
大
幅
に
低
下
。
O
EC
D
35
か
国
中
、
2番
目
に
低
い
水
準
。

　
 ※

IE
Aは

原
子

力
を

国
産

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

に
含

め
て

お
り

、
我

が
国

で
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

本
計

画
で

「
準

国
産

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

と
位

置
付

け
て

い
る

。

O
EC
D
諸
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
比
較（
20
16
年
推
計
値
）

※
20

16
年

は
速

報
値

※

※

可
燃

性
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
廃

棄
物

地
熱

、
太

陽
光

、
風

力
、

そ
の

他

【
日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
近
年
の
推
移
】

20
10
年

14
.7

1.
4

0.
6

0.
1

2.
6

1.
9

0.
7

19
.6

20
11
年

5.
5

1.
5

0.
7

0.
1

2.
9

2.
1

0.
8

10
.9

20
12
年

0.
9

1.
4

0.
7

0.
1

3.
0

2.
2

0.
8

6.
3

20
13
年

0.
5

1.
5

0.
6

0.
1

3.
4

2.
5

0.
9

6.
3

20
14
年

ー 1.
6

0.
5

0.
1

3.
7

2.
6

1.
2

6.
2

20
15
年

0.
6

1.
7

0.
6

0.
1

4.
3

2.
8

1.
4

7.
4

20
16
年

1.
1

1.
6

0.
6

0.
1

4.
9

3.
0

1.
8

8.
4

日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

原
子
力

水
　
　
力

天
然
ガ
ス

原
　
　
油

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

8 7
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い
ま
す
。
資
料
③
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
グ
ラ
フ

に
は
国
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
第
一
次
石

油
危
機
の
１
９
７
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
の
各

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
に
な
り
ま
す
。
資
料
に
記

載
し
て
い
る
グ
ラ
フ
の
番
号
が
、
ど
の
国
に
該
当
す

る
の
か
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
き

ま
す
。
で
は
グ
ラ
フ
の
①
で
す
が
、
２
０
１
０
年
以

降
、
自
給
率
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
の
で
、
答

え
は
日
本
で
す
。
②
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
震
災
前
の

日
本
と
同
程
度
の
自
給
率
の
国
で
す
。
答
え
は
韓
国

で
す
。
現
在
、
韓
国
で
は
約
30
％
の
電
力
を
原
子
力

発
電
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
③
、
④
、
⑤
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
３
か
国
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に

な
り
ま
す
。
③
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
９
７
５

年
か
ら
50
％
台
を
維
持
し
、
１
９
９
０
年
頃
か
ら
自

給
率
が
50
％
を
下
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
は
２
０
２
２
年
ま
で
に
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
を
す
べ
て

停
止
す
る
計
画
を
掲
げ
て
い
る
ド
イ
ツ
で
す
が
、現
在
の
と
こ
ろ
約
14
％
を
原
子
力
で
発
電
し
て
い
ま
す
。

④
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
は
自
給
率
25
％
程
度
で
し
た
が
、
１
９
８
５
年
以
降
は
50
％
台
と
安
定
し
た

自
給
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
答
え
は
約
75
％
の
電
力
を
原
子
力
発
電
で
賄
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
で
す
。

⑤
の
国
は
１
９
７
３
年
の
50
％
台
の
自
給
率
が
急
激
に
伸
び
、
１
９
８
０
年
に
１
０
０
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
答
え
は
北
海
油
田
・
ガ
ス
田
の
開
発
に
成
功
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
す
。
現
在
は
、
北
海
油
田
・
ガ
ス
田

の
生
産
量
の
減
少
に
伴
い
、
自
給
率
は
60
％
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
は
⑥
と
⑦
の
国
で
す
。
ど
ち
ら

も
自
給
率
が
高
い
国
で
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
⑥
の
国
の
自
給
率
が
徐
々
に
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
急
激
な
経
済
発
展
に
伴
い
、
自
国
内
の
資
源
で
は
足
り
ず
、
石
炭
や
天
然
ガ
ス
の
輸
入

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
答
え
は
中
国
で
す
。
最
後
は
⑦
で
す
。
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
右

肩
上
が
り
で
自
給
率
が
伸
び
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
採
掘
に
成
功
し
、
生
産
量
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
自
給
率
は
約
90
％
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
答
え
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
の
推
移
を
見
る
と
各
国
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
政
策
が
取
ら

れ
て
き
た
の
か
が
少
し
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

資料③　主要国の一次エネルギー自給率の推移

出典：IEA Energy Balances 2016

100

80

60

40

20

0
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1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015
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◆ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経
済
へ
の
影
響
、
温
暖
化
対
策
が
今
の
日
本
の
課
題

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
は
じ
め
、
食
料
、
原
材
料
や
生
活
物
資
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
で
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
日
本
に
運
ば
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
石
炭
や

石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
資
源
は
海
上
物
流
ル
ー
ト
に
よ
り
世
界
各
国
か
ら
大
型
船
で
運
ば

れ
て
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
２
０
１
２
年
の
大
型
船
の
動
き
が
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、
資
源
の
種
類
を
選
択
す
る
と
、
ど
の
資
源
が
ど
こ
の
国
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
か
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
時
間
が
あ
る
時
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
多
く
の
資
源
を
海
上
物
流
ル
ー
ト
を
使
い
確
保
し
て
い
る

日
本
は
、
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
資
料
④
（
12
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。こ
の
図
は
中
東
や
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
運
ば
れ
て
く
る
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
海
上
物
流
ル
ー
ト
で
す
。

別
名
「
オ
イ
ル
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
へ
運
ば
れ
て
く
る
石
油
の
約
８
割
、
天
然
ガ
ス
は

約
５
割
が
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
二
つ
の
海
峡
を
通
過
し
て
運
ば
れ

て
く
る
こ
と
で
す
。
一
つ
は
、
中
東
の
イ
ラ
ン
と
オ
マ
ー
ン
の
飛
び
地
に
挟
ま
れ
て
い
る
「
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
」
で
、
最
も
狭
い
と
こ
ろ
の
幅
は
約
33
ｋ
ｍ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
な
ぜ
こ
の
海
峡
を
通
過
す
る
こ

資
料
④
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

 
 

  

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク
イ
ラ
ン

イ
ラ
ン

サ
ウ
ジ

サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア

ア
ラ
ビ
ア

カ
タ
ー
ル

カ
タ
ー
ル

U
AE
U
AE

オ
マ
ー
ン

オ
マ
ー
ン

ホ
ル
ム
ズ
海
峡

ホ
ル
ム
ズ
海
峡

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

ク
ウ
ェ
ー
ト

ク
ウ
ェ
ー
ト
イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク

イ
ラ
ク U
AE
U
AE
U
AE
U
AE

オ
イ
ル
ロ
ー
ド

オ
イ
ル
ロ
ー
ド

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
立
　
～
中
東
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
～

米
国
が
空
母
を
含
む
第
５
艦
隊（
ア
ラ
ビ
ア
海・

ペ
ル
シ
ャ
湾・
紅
海
を
責
任
地
域
）を
展
開

日
本
へ
の
石
油
の
９
割
、

ガ
ス
の
５
割
が
通
過

1.
 ア

ラ
ブ

と
ユ

ダ
ヤ

の
　

 対
立

2.
 ア

ラ
ブ

の
中

の
宗

派
の

　
 対

立
3.

 ア
ラ

ブ
の

中
の

貧
富

の
　

 対
立

4.
 ア

ラ
ブ

の
中

の
民

主
化

と
　

 独
裁

の
対

立
5.

 ア
ラ

ブ
の

中
の

　
 内

戦
に

よ
る

対
立

　
 ［

ガ
ザ

地
区

、イ
ラ

ク
、

   
   

シ
リ

ア
、

　
　

IS（
Is

la
m

ic
 S

ta
te

）］

そ
の
中
東
か
ら
ア
ジ
ア
は
、

中
東

輸
出

の
石

油
の

70
％

超
、

LN
G

の
76

％
を

輸
入

し
て
い
る

：
中
国
が
領
有
権
を
主
張

中
東
の
５
つ
の
不
安
定

仮
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
等
で
何
ら
か
の
危
機
や
封
鎖
が
生
じ
た
場
合
に
は
、日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
命
線
と
も
い
え
る
オ
イ
ル
ロ
ー
ド
が
断
た
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
途
絶
の
リ
ス
ク
大

石
油
積
み
出
し
基
地

石
油
積
み
出
し
基
地
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と
が
問
題
な
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ア
ラ
ブ

と
ユ
ダ
ヤ
の
対
立
や
ア
ラ
ブ
内
に
お
け
る
宗
派
・
貧
富
間
の
対
立
な
ど
、
不
安
定
な
要
素
が
多
数
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
立
が
拡
大
し
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
閉
鎖
さ
れ
る
事
態
に
陥
れ
ば
、
日
本
の
生
命
線

と
な
っ
て
い
る
“
オ
イ
ル
ロ
ー
ド
”
が
断
た
れ
、
石
油
の
約
８
割
の
供
給
が
途
絶
し
て
し
ま
う
と
い
う
大

き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ
島
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を

隔
て
る
「
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
」
で
す
。
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周
辺
の
南
シ
ナ
海
や
東
シ
ナ
海
で
は
、
豊
富
な
漁
場

や
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
獲
得
を
巡
り
、
中
国
の
強
引
な
海
洋
進
出
に
よ
り
、
周
辺
諸
国
と
の
領

有
権
を
巡
る
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ル
ロ
ー
ド
上
に
こ
の
よ
う
な
二

つ
の
海
峡
が
あ
る
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
途
絶
の
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
長
期
化
し
い
て
い
る
原
子
力
発
電
の
運
転
停
止
に
伴
う
コ
ス
ト
面
の
影
響

に
つ
い
て
で
す
。
２
０
１
８
年
４
月
現
在
、
再
稼
働
し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
は
７
基
で
す
。
資
料
⑤

（
14
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
２
０
１
６
年
度
の
燃
料
費
は
、
震
災
前
と
比
べ
約
１
兆
３
千
億
円
増

加
し
て
お
り
、
日
本
人
一
人
あ
た
り
で
計
算
す
る
と
年
間
約
１
万
円
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災

以
降
の
２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
の
６
年
間
の
累
計
額
で
見
る
と
約
15
兆
５
千
億
円
と
な
り
、

資
料
⑤
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
入
増
に
よ
る
日
本
へ
の
影
響（
国
富
の
流
出
)

出
典

：
総

合
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

調
査

会
 電

力
・

ガ
ス

事
業

分
科

会
 電

力
・

ガ
ス

基
本

政
策

小
委

員
会

報
告

書
を

基
に

作
成

 平
成

28
年

10
月 

燃
料
費
増
加
に
伴
う
影
響

約
1.
3兆
円
/年

の
コ
ス
ト
増

15
.5
兆
円
の
コ
ス
ト
増

≒

電
力
9社

20
10
年
度

14
.6

兆
円

3.
6兆

円
ー ー

20
11
年
度

16
.9

兆
円

5.
9兆

円
+2
.3
兆
円

13
.6

％

20
12
年
度

18
.1

兆
円

7.
0兆

円
+3
.1
兆
円

17
.1

％

20
13
年
度

19
.0

兆
円

7.
7兆

円
+3
.6
兆
円

18
.9

％

20
14
年
度

19
.3

兆
円

7.
2兆

円
+3
.4
兆
円

17
.6

％

20
15
年
度

16
.4

兆
円

4.
4兆

円
+1
.8
兆
円

10
.9

％

20
16
年
度

16
.2

兆
円

4.
2兆

円
+1
.3
兆
円

8.
0％

総
コ

ス
ト

燃
料

費
燃

料
費

増
燃

料
費

増
が

総
コ

ス
ト

に
占

め
る

割
合

震
災

前
（

20
08

～
20

10
年

度
の

平
均

）
比

で
20

16
年

度
（

推
計

）
で

は
、

累
計

で
は

、

◆
資

源
の

少
な

い
日

本
に

と
っ

て
、
火
力
発
電
の
焚
き
増
し
に
よ
る
燃
料
コ
ス
ト
増

は
、

化
石

燃
料

の
輸

入
増

加
に

よ
り

国
富
の
流
出

と
な

っ
て

い
ま

す
。

◆
世

界
最

大
の

天
然

ガ
ス

輸
入

国
で

あ
る

日
本

は
、
欧
州
や
米
国
の
輸
入
価
格
の
数
倍
～
10
倍
も
の
単
価

を
支

払
わ

さ
れ

て
お

り
輸

出
国

側
と

の
価
格
交
渉
力
も
な
い
に
等
し
い
状
態

で
す

。
◆

こ
れ

は
、

原
子

力
発

電
が

停
止

し
、
火
力
発
電
が
総
発
電
量
の
90
％
以
上
を
占
め
る
と
い
う
“
弱
み
”

に
つ

け
こ

ま
れ

、
異
常
な
高
値
で
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

も
続

い
て

い
ま

す
。

約
1万
円
/年

の
負
担
増

約
12
万
円
の
負
担
増

日
本

人
１

人
あ

た
り

20
16

年
度

（
推

計
）

で
は

、

累
計

で
は

、

14 13
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一
人
あ
た
り
で
は
約
12
万
円
、
標
準
的
な
４
人
家
族
だ
と
約
48
万
円
と
い
う
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。で

は
ど
の
よ
う
な
形
で
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
し
て
い
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
電
気
料
金
や
ガ
ス
料

金
、
そ
の
他
に
も
灯
油
代
や
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
電
気
料
金
の
影
響
は
、
資
料

⑥
（
16
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
６
年
に
お
け
る
電
気
料

金
の
推
移
で
、
上
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
電
灯
料
（
家
庭
用
）
で
下
は
電
力
料
（
産
業
用
）
で
す
。
震
災
以

降
、
最
も
電
気
料
金
が
上
昇
し
た
の
は
２
０
１
４
年
度
で
、
震
災
前
と
比
べ
家
庭
用
が
約
25
％
、
産
業
用

は
約
38
％
も
上
昇
し
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
原
油
価
格

が
上
昇
し
た
こ
と
や
、
火
力
発
電
の
炊
き
増
し
の
た
め
燃
料
の
輸
入
量
が
増
え
、
燃
料
費
が
増
加
し
た
影

響
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
２
０
１
６
年
度
は
震
災
前
と
比
べ
家

庭
用
が
約
10
％
、
産
業
用
は
約
14
％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
気
料
金
の
上
昇
は
家
計
に
も
響
い
て

き
ま
す
し
、
企
業
収
支
圧
迫
の
影
響
も
大
き
く
、
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
火
力
発
電
の
炊
き
増
し
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
も
震
災
以
降
増
加
し
て
お
り
、
２
０
１
３
年
度
に
は
過
去
最
高
と
な
る
約

資
料
⑥
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
入
増
に
よ
る
日
本
へ
の
影
響（
電
気
料
金
の
値
上
が
り
）

出
典

：
総

合
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

調
査

会
 電

力
・

ガ
ス

事
業

分
科

会
 原

子
力

小
委

員
会

 第
13

回
会

合
 平

成
30

年
1月

16
日

 業
界

鋳
造

鍛
造

金
属

熱
処
理

業
界
団
体
の
声

（
日
商
等
に
よ
る
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
）

●
震

災
発

生
以

降
、

燃
料

費
の

収
支

圧
迫

に
よ

る
電

気
料

金
の

改
定

や
燃

料
費

調
整

制
度

に
よ

り
、

一
時

、
家

庭
向

け
は

料
金

は
約

25
%

、
産

業
向

け
の

料
金

は
約

38
%

上
昇

。
●

そ
の

後
、

原
油

価
格

の
下

落
に

よ
り

震
災

前
と

比
較

し
て

家
庭

向
け

の
料

金
は

10
%

、
産

業
向

け
の

料
金

は
14

%
ま

で
下

降
。

•従
業

員
数

30
名

未
満

の
中
小
事
業
所
が

約
8割
。

•倒
産
・
廃
業
が
急
増
（
20
12
年
12
社
、

13
年
14
社
）

•電
気

料
金

上
昇

に
対

応
す

る
た

め
、
一
時

帰
休
、
給
与
削
減
、
人
員
削
減
等
、
労
働

面
で
コ
ス
ト
削
減

を
行

う
企

業
が

大
幅

に
増

加
。

•従
業

員
数

平
均

26
人

と
ほ
と
ん
ど
が
零

細
企
業
。

•2
01
3年
12
月
に
2社
、
20
14
年
春
に
1

社
が
工
場
・
部
門
閉
鎖
。

1214161820222426（
円

/k
W

h）

電
灯

料（
家

庭
用

）
電

力
料（

産
業

用
）

20
.3

7

13
.6

5

14
.5

9

15
.7

3

17
.5

3
18

.8
6

17
.6

5

15
.6

2

21
.2

6

22
.3

3

24
.3

3

25
.5

1

24
.2

1

22
.4

3

（
年

度
）

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

25
%
上
昇

38
%
上
昇

10
%上
昇

14
%上
昇
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14
億
ト
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
以
降
は
省
エ
ネ
、再
エ
ネ
導
入
拡
大
、

原
子
力
再
稼
働
な
ど
に
よ
り
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
２
０
１
５
年
の
「
パ
リ
協
定
」
で
採
択
さ
れ
た
排
出
削
減
目
標
達
成
に
向
け
た
、
日
本
の
取
り
組
み

が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
ま
と
め
る
と

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
振
り
返
る
と
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
約
92
％
を
輸
入
に
頼
っ
て
お

り
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
は
、
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
る
中
東
や
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
オ

イ
ル
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
、
大
き
な
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
わ
ず
か
８
％
で
あ
り
、
化
石
燃
料
の
供
給
途
絶
と
い
う
最

悪
の
事
態
へ
の
最
後
の
備
え
と
し
て
は
備
蓄
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
が
備
蓄
し
て
い
る
石
油

は
約
１
７
０
日
分
、石
炭
は
約
30
日
分
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
約
14
日
分
し
か
な
く
、国
内
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
体
の
ほ
ん
の
僅
か
な
分
し
か
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
極
め
て
不
安

定
な
構
造
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日
本
で
は
、
多
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
組
み
合
わ
せ
、
つ
ま
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
の
実
現
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
影
響
を

及
ぼ
す
国
際
関
係
に
つ
い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

関
心
を
持
ち
、
リ
ス
ク
を
考
え
、
判
断
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆  

人
口
増
や
経
済
発
展
を
背
景
に
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
加

次
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
つ
い
て
で
す
。

は
じ
め
に
世
界
の
人
口
で
す
が
、
現
在
、
世
界
の
人

口
は
70
億
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
資
料
⑦
は
国
連
が

発
表
し
た
資
料
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
85
億
人
、

２
０
５
０
年
に
97
億
人
、
２
１
０
０
年
に
は
１
１
２

億
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
人

口
増
が
予
測
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
と
い
っ
た
発
展
途
上
国
で
す
。ま
た
、こ
れ
ら
国
々

出典：UN「World Population Prospects, the 2015 Revision」

（注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

資料⑦　世界の人口予測

口
人

オセアニア
北アメリカ
南アメリカ
ヨーロッパ
アジア
アフリカ

（億人）

（年）0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120

2015 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100

43.943.9

48.948.9

6.56.5
7.27.2

40.840.8

50.250.2

6.56.5
7.57.5

37.237.2

51.451.4

6.66.6
7.77.7

33.233.2

52.452.4

6.76.7
7.97.9

29.029.0

52.952.9

6.96.9
7.97.9

24.824.8

52.752.7

7.17.1
7.87.8

20.620.6

51.451.4

7.27.2
7.67.6

16.816.8

49.249.2

7.37.3
7.27.2

13.413.4

46.046.0

7.47.4
6.76.7

11.911.9

43.943.9

7.47.4
6.36.3

112.1112.1110.6110.6
105.5105.5

101.8101.8

91.691.6

77.677.6
73.573.5

4.64.6

4.34.3

4.04.0

3.63.6

0.70.70.70.7
0.60.6

0.60.60.60.6

0.40.4 3.73.7

0.40.4 85.085.0

97.397.3

108.4108.4

4.24.2

0.50.5 4.54.5

4.94.9 5.05.0

0.50.5

4.84.8
0.70.7
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は
経
済
成
長
の
伸
び
も
著
し
く
、
消
費
量
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
資
料
⑧

（
20
ペ
ー
ジ
）
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
こ
れ
ま
で
の
推
移
で
、
資
料
⑨
（
21
ペ
ー
ジ
）
は
今
後

の
見
通
し
で
す
。
現
在
、
世
界
全
体
で
使
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
90
％
は
、
石
炭
、
石
油
、
天
然

ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
で
す
。
日
本
な
ど
先
進
国
も
、
過
去
に
石
油
や
石
炭
を
使
う
こ
と
で
経
済
発
展
を

成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
今
、
同
じ
よ
う
に
新
興
国
の
中
国
や
イ
ン
ド
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
と

い
っ
た
発
展
途
上
国
で
は
、
人
口
増
加
と
経
済
発
展
に
よ
り
、
化
石
燃
料
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
２
０
３
５
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
２
０
１
１
年
の
約
１
・

３
倍
に
な
る
見
通
し
で
す
。
特
に
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
の
国
々
の
伸
び
が
著
し
く
、

２
０
３
５
年
に
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
の
４
割
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
、
し
か
も
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
に
大
き

く
頼
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
石
炭
は
化
石
燃
料
の
中
で

も
コ
ス
ト
が
安
い
こ
と
か
ら
、
発
展
途
上
国
を
中
心
に
消
費
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
石
炭
は
燃

焼
時
に
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
石
炭
の
消
費
量
増
加
が
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
増
加
に
も
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
２
０
３
５
年
の
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
２
０
１
１
年
の
約
１
・
２
倍

に
な
る
見
通
し
で
す
。

資
料
⑧
　
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
推
移

出
典

：
BP

「
St

at
ist

ic
al

 R
ev

ie
w

 o
f W

or
ld

 E
ne

rg
y 

20
16

」
を

基
に

作
成

（
注

）
端

数
処

理
の

関
係

で
合

計
が

10
0％

に
な

ら
な

い
場

合
が

あ
る

。

 

◆
世

界
中

で
使

用
さ

れ
て

い
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
85
.9
％
（
石
炭
29
.2
％
、
石
油
32
.9
％
、
ガ
ス
23
.8
％
）
が
化
石
燃
料

　
　

　
⇒

　
し

か
し

、
化
石
燃
料
は
有
限
で
、
燃
焼
に
よ
り
CO

2 が
発
生
。

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00
（

10
0万

石
油

換
算

ト
ン

）

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

（
年

）

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
推
移
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
）

15
.7
％

15
.7
％

2.
8％
2.
8％
6.
8％
6.
8％
4.
4％
4.
4％

23
.8
％

23
.8
％

32
.9
％

32
.9
％

29
.2
％

29
.2
％

他
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

水
力

原
子

力
ガ

ス
石

油
石

炭

40
.9
％

40
.9
％

37
.6
％

37
.6
％

20 19



ひろば484号-特集ひろば484号-特集

２
０
１
５
年
12
月
に
国
連
の
気
候
変
動
枠
組
条
約

の
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
が
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
地
球
の
気
温
上
昇
を
産
業
革

命
前
に
比
べ
２
℃
未
満
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
パ
リ
協
定
」
を
採
択
し
、
翌
年
に
発
効
さ
れ
ま

し
た
。
パ
リ
協
定
で
は
、
発
展
途
上
国
も
参
加
し
た

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ル
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。
世

界
の
国
々
が
力
を
合
わ
せ
目
標
に
向
っ
て
努
力
す
る

と
い
う
約
束
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
資
料
⑩
は
主
要
国
の
具
体
的
な
削

減
目
標
で
す
。
日
本
は
２
０
３
０
年
に
は
２
０
１
３

年
と
比
べ
て
26
％
の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転

停
止
に
伴
う
火
力
発
電
の
炊
き
増
し
の
影
響
な
ど

で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
震
災
前
よ
り
増
加
し
て
い
る

資料⑩　主要国の削減目標（提出日順に抜粋）

＊国連気候変動枠組条約事務局に提出された約束草案より抜粋

提出日削減目標

GDP当たりCO₂排出量

GDP当たりCO₂排出量
＊2005年比では25.4％削減

国/地域名

3月6日

3月31日

4月1日

6月30日

7月17日

10月1日

1990年比

2005年比

1990年比

2005年比

2013年比

2005年比

2030年までに

2025年までに

2030年までに

2030年までに

2030年までに

2030年までに

40％削減

26～28％削減

25～30％削減

60～65％削減

26％削減

33～35％削減

E　  U

米　国

ロシア

中　国

日　本

インド

 2017/6 トランプ大統領がパリ協定離脱を表明！

資
料
⑨
　
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
見
通
し（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

◆
中

国
や

イ
ン

ド
な

ど
の

経
済

成
長

を
受

け
、

世
界

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
は

、
20

11
年

（
12

7.
1億

㌧
）

か
ら

　
20
35
年
（
16
9億
㌧
）
ま
で
に
1.
3倍
に
増
加
（
中
国
は
1.
5倍
、
イ
ン
ド
は
２
.1
倍
）

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
実
績
と
予
想
消
費
の
推
移

億
ト

ン
18
0

16
0

14
0

12
0

10
0 80 60 40 20 0

エ ネ ル ギ ー 需 要 （ 石 油 換 算 ）

20
00
年

97
.9
9億
ト
ン

10
%

10
%

10
%

10
%

12
%

12
%

6%6% 6% 6% 6%6% 9% 9% 24
%

24
%

5% 5% 16
%

16
%

3% 3% 13
%

13
%

5%5%
5%5%
5%5%

6% 6% 22
%

22
%

6% 6% 21
%

21
%

4% 4% 17
%

17
%

4%4%
5%5%
4% 4%

5%5% 1
2% 12
%
6%6% 26
%

26
%

5% 5% 23
%

23
%

20
11
年

12
7.
1億
ト
ン

20
35
年

16
9億
ト
ン

非
O
EC
D
加
盟
国

そ
の
他 （
No
n-O
EC
D）

中
南
米

ア
フ
リ
カ

中
東

イ
ン
ド

中
国

ロ
シ
ア

O
EC
D（
日
本
除
く
）

日
本
ア
メ
リ
カ

出
典

：
IE

A「
W

or
ld

 E
ne

rg
y 

O
ut

lo
ok

 2
01

3」
を

基
に

作
成

世
界

約
1.
3倍

イ
ン
ド

約
1.
6倍

中
国

約
2.
3倍

日
本

約
0.
89
倍

世
界

約
1.
3倍

イ
ン
ド

約
2.
1倍

中
国

約
1.
5倍

日
本

約
0.
96
倍
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の
が
現
状
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
世
界
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
日
本
と
し
て
も
国
際
的
な
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆ 

世
界
で
は
原
子
力
が
推
進
さ
れ
て
い
る

こ
こ
で
世
界
に
お
け
る
原
子
力
の
動
向
を
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
⑪
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
１
７
年
１
月
１
日
現
在
で
運
転
中
の
原
子
力
発

電
所
は
31
の
国
と
地
域
で
４
３
９
基
あ
り
、
上
位
は

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
ロ
シ
ア
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
上
位
国
で
全
体
の
半
数
以
上
の
原
子

力
発
電
所
が
稼
働
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次

に
建
設
中
の
原
子
力
発
電
所
は
17
の
国
と
地
域
で
69

基
あ
り
、
ま
た
、
計
画
中
の
原
子
力
発
電
所
は
20
の

国
と
地
域
で
98
基
と
な
っ
て
お
り
、ど
ち
ら
も
中
国
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
国

や
イ
ン
ド
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
確
保
と
電
力

の
安
定
供
給
を
進
め
る
う
え
で
、
原
子
力
発
電
所
の

活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

次
は
こ
う
し
た
原
子
力
発
電
所
の
建
設
や
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
た
今
後
の
増
加
予
測
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
す
。
資
料
⑫
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
測
は
「
低

予
測
」
と
「
高
予
測
」
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
低

予
測
と
は
各
国
の
原
子
力
発
電
政
策
に
ほ
と
ん
ど
変

更
が
な
く
、
現
状
傾
向
の
ま
ま
推
移
す
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
予
測
は
、
現
在
の
経
済
成

長
率
と
電
力
需
要
増
加
率
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
、

原
子
力
発
電
を
コ
ス
ト
効
果
の
高
い
地
球
温
暖
化
防

止
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
の
低
予
測
で
は

資料⑫　世界の原子力発電に関する動向（発電予測）

　出典：IAEA 2050年までの世界のエネルギー・電力・ 原子力発電予測(2017年9月) 関連データとりまとめ

単位：GW=100万kW【世界の原子力発電予測】（2017年9月）

地　域

北米
中南米
北・西・南欧
東欧
アフリカ
西アジア
南アジア
中央・東アジア
東南アジア
太平洋
世界合計

※地域の分類は、国連の統計分類に準ずる

113.4
5.1

112.9
50.1
1.9
0.4
8.2
99.3

391.3

87
8

61
50
2
5

21
111

346

116
10

103
70
3
9

34
207

554

44
8

39
76
7

11
52

142
3

382

105
25

120
110
18
31

105
344
14
2

874

2016年 2030年 2050年
高予測低予測高予測低予測

資料⑪　世界の原子力発電に関する動向（開発の状況）

出典 : (一社)日本原子力産業協会 世界の原子力発電開発の動向 2017

 

2017年1月1日現在【世界の原子力発電開発の現状】

運転中

基数(前年値)
（電気出力・ｋＷ） 主なる国々

建設中

計画中

廃止
措置完了
・措置中

31ヵ国・地域
439基（434）

（4.06億kW）

17ヵ国・地域
69基（74）

（7,289万kW）

20ヵ国・地域
98基（101）

（1.16億kW）

17ヵ国・地域
143基

米　国　99基 　
フランス58基 　
中　国　35基 　
ロシア　30基 他
中　国　22基 　
ロシア  　9基 　
インド  　6基 他
中　国　25基 　
ロシア　16基 　
トルコ  　8基 　
インド  　6基 　
韓　国  　6基 他
米　国　29基 　
英　国　29基 　
ドイツ　24基 他
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世
界
合
計
で
約
３
億
４
６
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
２
０
１
６
年
と
比
べ
る
と
減
少
す
る
予
測
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
高
予
測
で
は
約
５
億
５
４
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
予
測
さ
れ
、
２
０
１
６
年
の
１
・
６

倍
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
の
低
予
測
で
は
２
０
１
６
年
と
比
べ
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
現

状
維
持
と
な
り
、
高
予
測
に
な
る
と
約
２
倍
の
８
億
７
４
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
⑬
（
26
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
原
子
力
発
電

所
を
将
来
廃
止
す
る
と
決
め
た
国
は
４
か
国
（
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
台
湾
、
ス
イ
ス
）
あ
り
ま
す
が
、
現
在

も
そ
の
国
々
の
原
子
力
発
電
所
は
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
内
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
を
停
止
し

た
の
は
日
本
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
も
、
原
子
力
発
電

を
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
の
国
は
多
く
、
世
界
的
な
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

◆  

ド
イ
ツ
と
日
本
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い

震
災
以
降
、
日
本
で
は
、
環
境
先
進
国
「
ド
イ
ツ
」
の
取
り
組
み
に
学
べ
と
い
う
よ
う
な
話
を
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
耳
に
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
い
ち
早
く
原
子
力

発
電
所
の
廃
止
を
決
定
し
た
国
で
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
全
て
の
原
子
力
発
電
所
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し

資
料
⑬
　
世
界
の
原
子
力
発
電
に
関
す
る
動
向

出
典

：
経

済
産

業
省

 第
3回

エ
ネ

ル
ギ

ー
情

勢
懇

談
会

 平
成

29
年

11
月

13
日

◆
福
島
事
故
を
受
け
、
脱
原
子
力
に
転
換
し
た
国
が
４
つ
、
他
方
、
多
く
の
国
が
低
炭
素
化
な
ど
を
理
由
に
原
子
力
を
選
択
し
て
い
る
。

将
来
的
に
非
利
用

将
来
的
に
利
用

現
在
、
原
発
を
利
用

現
在
、
原
発
を
利
用
せ
ず

・
米
国

・
フ
ラ
ン
ス

・
中
国

・
ロ
シ
ア

・
イ
ン
ド

・
カ
ナ
ダ

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
英
国

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

・
チ
ェ
コ

・
パ
キ
ス
タ
ン

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ハ
ン
ガ
リ
ー

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

・
南
ア
フ
リ
カ

・
ブ
ラ
ジ
ル

・
ブ
ル
ガ
リ
ア

・
メ
キ
シ
コ

・
オ
ラ
ン
ダ

[6
]

[5
]

[4
]

[4
]

[3
]

[2
]

[2
]

[2
]

[2
]

[1
]

[9
9]

[5
8]

[3
7]

[3
5]

[2
2]

[1
9]

[1
5]

[1
5]

[8
]

・
韓
国

・
ド
イ
ツ

・
ベ
ル
ギ
ー

・
台
湾

・
ス
イ
ス

[2
4]

[8
]

[7
]

[6
]

[5
]

[ ]
は

運
転

基
数

※
1 

韓
国

で
は

5
基

の
建

設
が

続
行

（
う

ち
、

新
古

里
5・

6
号

機
に

つ
い

て
は

、
　

　
討

論
型

世
論

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

建
設

の
継

続
を

決
定

）
※

2 
ス

イ
ス

は
運

転
期

間
の

制
限

を
設

け
ず

出
所

：
W

or
ld

 N
uc

le
ar

 A
ss

oc
ia

tio
n

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
20

17
/8

/1
）

よ
り

資
工

庁
作

成
（

注
）

主
な

国
を

記
載

 

[ ]
は

運
転

基
数

※
1

　
※

2

（
20
17
年
閣
議
決
定

／
20

80
年

過
ぎ

閉
鎖

見
込

）
（
20
11
年
法
制
化

／
20

22
年

閉
鎖

）
（
20
03
年
法
制
化

／
20

25
年

閉
鎖

）
（
20
17
年
法
制
化

／
20

25
年

閉
鎖

）
（
20
17
年
法
制
化

／
ー

）
（
脱
原
発
決
定
年

／
脱

原
発

予
定

年
）

・
イ
タ
リ
ア

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ト
ル
コ

・
バ
ラ
ル
ー
シ

・
チ
リ

・
エ
ジ
プ
ト

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
イ
ス
ラ
エ
ル

・
ヨ
ル
ダ
ン

・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

・
マ
レ
ー
シ
ア

・
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

・
タ
イ

・
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

・
U
AE

・
ス
タ
ン
ス
を
表
明
し
て
い
な
い
国
も
多
数
存
在

（
19
88
年
閣
議
決
定

／
19

90
年

閉
鎖

済
）

（
19
79
年
法
制
化

）

（
19
98
年
法
制
化

）
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ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
先
進
的

に
進
め
て
お
り
、２
０
１
５
年
の
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
全
体
の
２
７
・

７
％
で
す
。
そ
の
他
の
電
源
は
、
石
炭
が
４
４
・
３
％
と
一
番
多
く
、
原
子
力
１
４
・
３
％
、
天
然
ガ
ス

９
・
８
％
、
水
力
３
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
が
高
く
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
少
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
石
炭
や
天
然
ガ
ス
な
ど
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
が
高
く
、

フ
ラ
ン
ス
の
Ｋ
ｗ
ｈ
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
と
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
の
８
倍
も
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
現
在
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
全
て
の
原
子
力
発
電
所
を
本
当
に
廃
止
で

き
る
の
か
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
を
進
め
ら
れ
る
の
か
、
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
は
風
力
発
電
で
、
風
況
の
良
い
北
部
地
域
に
そ
の
ほ
と
ん
ど

の
風
力
発
電
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
力
需
要
の
大
消
費
地
で
あ
る
南
部
地
域
へ
の
送
電
容

量
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
送
電
設
備
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
用
地
交
渉
が
難
航
し
思
い
通
り
に

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
た
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
域
内
全
体
が
送
電
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ド
イ
ツ
北
部
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
電
力
を
輸
出
し
、
そ
こ
か
ら
チ
ェ
コ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
経

由
し
、
ド
イ
ツ
南
部
に
電
力
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
ち
ら
も
、
電
力
を
経
由
す
る
国
々
の
電
力
供

給
量
と
電
力
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
料
⑭
（
29
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
域
内
全
体
が
天
然

ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
国
境
を
越
え
た
電
力
や
ガ
ス
の
国
際
取
引
が
容
易
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
島
国
で
あ
る
日
本
と
隣
国
と
は
地
続
き
の
ド
イ
ツ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆ 

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
ま
と
め
る
と

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
ま
と
め
ま
す
と
、
ま
ず
一
つ
目
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
急
激

な
人
口
増
加
と
発
展
途
上
国
な
ど
の
経
済
成
長
と
と
も
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
。
二

つ
目
は
、
コ
ス
ト
の
安
い
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
Ｃ

Ｏ
２

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
が
世
界
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
世
界
の
国
々
の
多
く
は
原
子
力
発
電

の
活
用
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
日
本
で
は
、
海
外
に
90
％
以
上
を
依
存

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
安
価
で
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
成
功
例
や
失
敗
例
な
ど
他
国
に
見
習
う
べ
き
も
の
は
見
習
い
、
ま
ず
は
日
本
の
実

28 27



ひろば484号-特集ひろば484号-特集

情
に
あ
っ
た
対
策
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

◆ 

お
わ
り
に

冒
頭
で
触
れ
ま
し
た
が
、
日
本
は
二
度
の
石
油
危
機
の
経
験
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
化
を
目

指
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
崩
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
安
定
供
給
の
重
要
性
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
あ
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
に
は
、
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に

必
ず
表
示
さ
れ
て
い
る
収
穫
年
が
表
示
さ
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。
そ
れ
は
シ
ャ
ン
パ
ン
が
製
造
さ
れ

て
い
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
が
ブ
ド
ウ
栽
培
の
北
限
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
気
候
に
影
響
さ

れ
や
す
い
た
め
、
ブ
ド
ウ
の
出
来
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
ブ
ド
ウ
の

出
来
の
良
か
っ
た
年
に
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
の
一
部
を
リ
ザ
ー
ブ
し
て
お
き
、
収
穫
年
の
ワ
イ
ン
に
出
来
の

良
い
複
数
年
の
リ
ザ
ー
ブ
ワ
イ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
味
な
ど
の
品
質
や
供
給
量
の
安
定
化
を
は
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
収
穫
年
が
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
収
穫
年
が
な
い
の
は
安
定

資
料
⑭
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網

出
典

：
eu

ro
ga

s「
ST

AT
IS

TI
CA

L 
RE

PO
RT

 2
01

5」
よ

り
作

成

運
転
中
の
LN
G
基
地

建
設
中
・
計
画
中
の
LN
G
基
地

ガ
ス
液
化
工
場

建
設
中
・
計
画
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
EU
以
外
出
資
）

運
転
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
EU
以
外
出
資
）

建
設
中
・
計
画
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
EU
出
資
）

運
転
中
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
EU
出
資
）

天
然
ガ
ス
田

ア
イ
ス
ラ
ンド

ノ
ル
ウ
ェ
ー

スウ
ェー
デ
ン

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

エ
ス
ト
ニ
ア ラト
ビ
ア

ロ
シ
ア

リト
ア
ニ
ア

ベ
ラ
ル
ー
シ

ポ
ー
ラ
ン
ド

ウ
ク
ラ
イ
ナ

モ
ルド
バ

ル
ー
マ
ニ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー

ス
ロ
バ
キ
ア

チ
ェ
コ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

スロ
ベ
ニ
ア ク
ロ
ア
チ
ア

ド
イ
ツ

デ
ン
マ
ーク

ス
イ
ス

イ
タ
リ
ア

ギ
リ
シ
ャマ
ケド
ニ
ア

セ
ル
ビ
ア

モン
テネ
グロ

コ
ソ
ボ

ボ
ス
ニ
ア・

ヘ
ル
ツェ
ゴビ
ナ

ア
ル
バ
ニ
ア

ブ
ル
ガリ
ア

ト
ル
コ

グ
ル
ジ
ア ア
ル
メニ
ア イ
ラ
ン

イ
ギ
リ
ス

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ベ
ル
ギ
ー

オラ
ンダ

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

チ
ェ
ニ
ジ
ア

モ
ロ
ッ
コ

ポ
ル
ト
ガ
ル

イ
ラ
ク

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

シ
リ
ア

キ
プ
ロ
ス

ヨ
ルダ
ン

30 29



ひろば484号-特集ひろば484号-特集

供
給
の
た
め
に
収
穫
年
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
証
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
、
日
本
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
主
力
電
力
化
」
に
向
け
、
発
電
し
た
電
気
を
貯
め
る
技

術
の
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
用
化
ま
で
は
道
半
ば
の
状
態
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定

し
て
確
保
す
る
た
め
に
は
、
今
あ
る
電
源
の
特
徴
を
生
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

本
日
は
ご
清
聴
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
稿
は
平
成
30
年
４
月
、
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
庄
司
専
務
理
事
が
講
演
し
た
内
容
を
要
約
し
、

一
部
加
筆
し
た
も
の
で
す
。�

文
責　

広
報
部
）

著
　
者
　
略
　
歴

庄
司　

雄
一 

（
し
ょ
う
じ　

ゆ
う
い
ち
）

昭
和
31
年
10
月
８
日
生

【
出
身
地
】

山
形
県
鶴
岡
市

【
学　
　

歴
】

昭
和
54
年　

３
月　

 

慶
応
義
塾
大
学　

工
学
部　

電
気
工
学
科
卒

【
職　
　

歴
】

昭
和
54
年　

４
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
に
入
社

平
成
５
年　

７
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
人
材
開
発
部
人
材
開
発
課
副
長

平
成
８
年　

２
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
福
島
支
店
総
務
部
企
画
課
長

平
成
11
年　

３
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
総
務
部
課
長

平
成
14
年　

６
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
人
財
部
課
長

平
成
16
年　

８
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
山
形
営
業
所
長

平
成
19
年　

６
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
事
業
推
進
部
副
部
長

平
成
22
年　

６
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
広
報
・
地
域
交
流
部
付

 

社
団
法
人
東
北
経
済
連
合
会
出
向

平
成
25
年　

６
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
執
行
役
員
山
形
支
店
長

平
成
28
年　

６
月　

東
北
電
力
株
式
会
社
執
行
役
員
待
遇

 

東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
専
務
理
事

以　

上
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